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徳島市の阿波踊りに参加する企業連の特性
－企業連の実態と参加者の意識に着目して－

中　村　ま　い（お茶の水女子大学大学院）

Abstract

The Awa Dance is a festival attracting more than one million tourists in which dancers participate 
by forming groups called “Ren.” “Ren” is subdivided into several categories such as “famous groups” 
pursuing high-level dancing, and “corporate groups” consisting of the workers of various companies. 
The question is whether or not it is worthwhile for the workers to dance in the “corporate groups” by 
spending so much time and effort. This study takes up corporate groups, examines their realities and 
then tries to clarify the purpose of workers’ participation by conducting a consciousness survey.

As a result, the corporate groups were found to put great importance on participating in the 
Awa Dance itself and also to be very generous to the participants on different degrees of practice 
and contribution. By questionnaire investigation, the participants were found to feel a sense of 
accomplishment and unity and to reconfirm their belongingness, with its effect being extended to the 
everyday work. 

In comparison with other cases of corporate groups like those of “Yosakoi” family festivals, the 
inherent characteristics of the Awa Dance itself seem to be what makes it possible and beneficial for 
the cooperate groups to participate in the festival.

研究報告

1. 研究背景と目的

徳島市の阿波おどり1は毎年120 ～ 130万人が集
まる大規模な祭りであり，その中心となる参加者
は県内外から集ってくる。阿波おどりに参加する
踊り集団は「連」と呼ばれ，高い技術を持った踊
り手で構成される有名連2，学生を主体とする学
生連3，企業の従業員を中心とした企業連4，気の
合った仲間同士で構成される一般連5など，さま
ざまな立場の参加者が存在する。その中でも企
業連は，企業PRを目的として阿波踊りに参加し，
阿波踊りはまさに「企業を見せる媒体」であると
言われている6。加えて，従業員の慰安や一体感
の醸成，地域貢献，経営者によるアイデンティティ
の確認や威信の表明といった参加理由も挙げられ
ている7。

このような企業主体の踊り集団は，全国的な規
模の広がりを見せる「よさこい系」祭りでも見ら
れる。出口（2009）は高知のよさこい祭りに参加
する企業チームについて，「阿波おどりと比較し
て連員の集め方がよりオープンであり，公募に
よって参加できる連が多く見られるのが特徴であ
る」8と報告している。一方，札幌のYOSAKOIソー
ラン祭りの企業チームは一般公募で募った部外者
によって構成されている場合が多いと言われてい
る9。その理由として矢島は，「練習のための時間
が取れない，また祭り当日は業務を休めない企業

が多いため」10と述べている。
企業の祭りへの参与形態の一つとして企業名を

冠したチームを組織することで企業PRや地域貢
献という目的は達せられるため，「よさこい」系
祭りの企業チームでは踊り手が外部の人間でもか
まわないのである。しかし，徳島市の阿波おどり
に参加する企業連では，時間と労力をかけて企業
の従業員自らが実際に踊っている。ここに着目す
ることで，阿波踊りという芸能の特性が見えてく
るのではないだろうか。

伝統芸能・民俗芸能の研究においては，芸能が
果たす役割や機能から当該社会の理解を深める立
場11から，資料化による保存・活用の試み12，実
践者への聞き取りやフィールドワークにおける舞
踊動作の解明13等が行われてきた。これらの手法
に加え，実践者の多数が芸能に携わることをどの
ように考えているのかを明らかにすることによっ
て，社会における芸能やその伝承の意義を補強す
る一助になると考える。

そこで本研究では，徳島市の阿波おどりに参加
する企業連を事例として取り上げる。企業連の活
動の実態を明らかにし，参加者への意識調査を通
してなぜ彼らが阿波踊りに関わるのかについて明
らかにすることを目的とし，その結果から企業連
の特性を分析・考察する。これらは，企業連の参
加を可能にする阿波踊りの芸能特性への考察につ
ながり，今後，阿波踊りが現代で果たしている社
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会的機能を考察する一資料の提示につながると考
えられる。

2. 先行研究及び研究方法

2-1. 先行研究
阿波踊りに関する先行研究では，阿波踊りの起

源に関する研究14や観光化の流れを詳細に報告し
たもの15など歴史に関する研究が散見される。本
研究のように連の実態に着目した先行研究では，
有名連と学生連を調査した報告16が挙げられる
が，社会集団としての連の性質を比較した実態報
告であった。また，参加者に着目した先行研究に
は，学生連が阿波踊りの伝承において果たす役割
を報告した研究17や，にわか連の実態を把握しよ
うと試みた報告18が挙げられるが，質問紙の分析
には単純集計が用いられていた。本研究の対象で
ある企業連の多くは営利活動を行う企業のもとに
組織され，芸能のために集まっている集団ではな
い。参加者である企業の従業員は自己の生産活動
の一環として企業に属し，各々異なる背景を持っ
ているため，参加目的や参加動機はより複雑な様
相を呈しているのではないかと推察される。

企業連に関する先行研究では，企業連の変遷を
明らかにした報告19や企業の関わり方を阿波おど
りと高知のよさこい祭りで比較した報告20が挙げ
られるが，企業連や参加者の参加・活動実態は明
らかにされていない。より網羅的・複合的な調査
を行うことによってその複雑な様相を明らかにで
きると考えられる。

2-2. 研究方法
本研究は３つの実地調査をもとに分析・考察を

行う。まず，企業連の阿波おどりへの参加・活動
実態を明らかにするために①企業連運営に関する
質問紙調査と聞き取り調査21を行った。さらに企
業連の参加者が参加することをどのように捉え，
どのような実感を得ているのかを明らかにするた
めに②企業連参加に対する質問紙調査22を行った。
前述のように，参加者の動機や効果に対する意識
は複雑な様相を見せると推測されたため，回答結
果の解析にはSPSS Statistics21を用い，統計解析
を行った23。また，これらの結果を補足するため
に③企業連の練習への参与観察24を並行して行っ
た。

論の進め方としては，まず，企業連の運営・活
動実態から企業連の特性を明らかにする。次に，
参加者に対する意識調査の結果からなぜ参加者が
阿波踊りに関わるのかを明らかにする。これらの
結果は阿波踊りの舞踊特性を示すことにつながる
と考えられる。

3. 結果と考察

3-1. 企業連の運営・活動実態
3-1-1. 対象とした企業連について

徳島市の阿波おどりにおける企業連の特性を，
企業連担当者を対象とした連運営についての質問
紙調査と聞き取り調査の結果から考察する。

まず，対象とした企業の基本情報を表１に示し
た25。対象とした企業は全て県内に本社または支
社・支店を有している。各企業連の参加者構成に
ついて確認すると，A社の連では業務として参加
者が四国四県から招集されていた26。B社のみ全
国規模で社内公募が行われ，参加者は全国各地か
ら集まっていた。C社，D社，E社の連は任意の
参加者のみで構成されていた。F社の連では任意
の参加者に加え，新入社員の参加が原則になって
いた27。

表１　調査の対象とした各企業と
	 企業連に関する基本情報

3-1-2. 企業が阿波おどりに参加する理由
各企業連が阿波おどりに参加する理由・参加意

義をまとめて表２に示した。「地域社会に貢献（A
社）」，「地域活性化（D社）」，「地域とのふれあい，
関わり合い（F社）」等，地域についての言及が
確認され，地域貢献であるという意識が共通して
見られる。また，６社中４社が「企業価値向上」・

「企業イメージの向上」等を挙げている。
さらに，社員同士の繋がりを強化したいという

意図がA社とB社の回答で見られた。特に，A社
では四国内の支社・支店の団結力を高める為に阿
波おどりへの参加を始め，参加者は四国の各県か
ら集められ，約２か月半の定期的な練習を積んで
本番に臨んでいる。本番当日は事務方のサポート
も加わり，連全体で一丸となって演舞の成功の為
に尽力するが，普段は離れた地で業務を行う者同
士が共同して芸能実践を行うことに組織の連携強
化という効果を期待していると考えられる。

以上の結果から，企業は企業PR以外に地域貢献，
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組織の連携強化という参加目的を持っていること
が確認された。

3-1-3. 企業連の阿波おどり参加について
平成30年度阿波おどり運行表から得られたデー

タをもとに表３，表４を作成した28。
表３は，平成30年度の阿波おどりに参加した各

連の数をまとめたものである29。企業連は全体の
約３割を占めており，そのうち86連（75％）が有
名連や一般連と合同で出演している30。企業連が
他の連に合同出演を依頼する理由として，①鳴り

物31を借りるため②演舞の質を補うため③有料演
舞場32の優先出演権を獲得するためということが
挙げられる。鳴り物一式の購入・保管には費用が
かかり，演奏者を確保し育てることも難しい。そ
のため，企業連では鳴り物演奏を委託する形態が
よく見られる。また，企業連では練習量を十分に
確保することが難しいので，「見世物」としての
踊りの質を担保するといった意図も見受けられる。
加えて，有名連と合同で出演すると有料演舞場の
出演権が優先的に得られることも要因として考え
られる。

次に，４日間での出演回数を比較してみる（表
４）。有名連や一般連，学生連と比較して，企業
連では１連あたりの平均出演回数が少なく，約2.4
回である。期間中１日だけ参加し２～３カ所の演
舞場を回るという参加形態が企業連にはよく見ら
れ，短時間に凝縮された参加を楽しむ形態である
と言える。

このような参加の実情を踏まえると，踊りの熟
練度を上げて観客に見てもらう事を目的に組織さ
れる連と比較して，企業連は参加することに重点
を置いており，他の連の力を借りてでも凝縮され
た体験を連員で共有することを重視していると考
えられる。

3-1-4. 企業連の練習について
各企業連の参加者構成や練習内容についてまと

めたものを表５に示した。
B社は鳴り物を持たず，C社以外は隊形変更や

踊りに変化をつける演舞構成33を採用している。
D社，E社は練習指導を連員自らが行い，演舞構
成も連員が独自に考えている。他の４社は練習指
導・演舞構成を有名連や一般連に委託している。
練習期間は２～４か月間，練習時間は合計10 ～
30時間程度であり，通年で練習を行っている有名
連や一般連と比べると明らかに少ない。そのうえ，

表２　６社の企業連が阿波おどりに参加する理由
	 とその意義

表３　市内10カ所の有料・無料演舞場での
	 出演連数

表４　市内10カ所の有料・無料演舞場における
	 各連の出演回数（４日間合計）

表５　６社の企業連の構成・練習について
	 （回答結果の抜粋）

企業 阿波踊りに参加する理由 阿波踊りに参加する意義

A 1．企業イメージを高める為 左に同じ

2．地域社会に貢献する為 2が大きい

3．社員の活力・団結力を高める為

B 社内における徳島プレゼンスup 徳島最大の祭りに参加するこ
とで徳島への貢献を具現化す
ることができる

徳島における企業プレゼンスup

連員における横々の連携強化

（社内・グループ内・社外）

社内CSR活動の一環

C 県下最大のイベントである「徳島市阿波お
どり」への参加を通じて、「あわ文化の継
承」 「観光振興」及び「観光経済の促進」

徳島の観光PR及びイメージ
アップに寄与すること

、
を測る。

D 企業価値・イメージの向上とX市最古の歴
史を持つ連の創始者より伝統ある連の名
前を受け継ぎ結成された連名を継承する
ため

郷土の伝統文化継承

地域活性化

企業価値向上

E 初期：会社行事（福利厚生） グループとして、地域文化に
協力がはかれる等、良好な対
境関係の維持に効果があり、
会社のPRにおおいに貢献す
る

中期：会社行事ではなくなったが、有志に
より続ける、費用は労働組合・有志会で

近年：有志会で継続、費用の一部を会社
に補助してもらう

H27年～半会社行事、費用の大部分を社
にみてもらう

F ふるさとと共に歩む企業として地域とのふ
れあい、関わり合いを大切にしたいと考え、
地域の行事、会合等に積極的に参加して

左に同じ

いる
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業務の都合上なかなか練習に参加できない従業員
がどの連にも存在している。連員の指導や演舞構
成を自ら行う連であっても参加者の参加の度合い
にはばらつきがあり，毎回参加し連員を指導する
者もいればやむを得ず本番まで練習に参加できな
い者もいる34。演舞の内容も経験者による見事な
フォーメーションを組む場合もあれば，基本の振
りで前進するだけという場合もある。企業連担当
者も参加者の事情や技術力を考慮した上で，演舞
構成や練習内容を整えていくのである。

以上の結果から，阿波踊りへの取り組み方は企
業連ごとに異なり，さらに一つの連の中に参加の
度合いの異なる参加者が共存していることが分
かった。熱心に練習に参加し演舞構成を考える者
もいれば，練習に参加できない者もいる。どのよ
うな参加者も受け入れる姿勢が企業連には見られ，
練習参加に対して寛容な面が確認された。企業連
全体の75％が他の連の協力を得て参加に重点を置
いていることを加味すると，多くの企業連は参加
者の練習が少なくても本番当日に参加できること
を重視していると考えられる。一方で，踊りや鳴
り物の構成に工夫を凝らし，修練を積んでいる企
業連も存在している。企業連自体の在り方も多様
で，さらに一つの連の中での参加者の在り方・関
わり方も多様であることが確認された。

3-1-5. まとめ：企業連の特性
ここまでの結果と考察から，企業連は阿波踊り

を「踊る」という目的以外に，企業PR，地域貢献，
組織の連携強化を目的として参加しており，「参
加する」ことを重視していると考えられる。企業
連では踊るという目的と併せて企業PR等その他
の目的があり，これらの達成のために多数の参加
者が必要になってくる。参加を重視する企業連で
は練習できない者も許容され，さらに企業を母体
にしているからこそ，参加者それぞれの状況を加
味することもできる。その結果，参加の度合いの
異なる多様な参加者が関われる状況が生み出され
る。企業連自体に複数の参加目的があるからこそ，
多様な参加者を許容することが可能になるのであ
る。

3-2. 参加者への質問紙調査の結果と考察
3-2-1. 対象について

参加者がどのような動機で企業連に参加し，ど
のように個人へ還ってくる体験だと捉えているの
かを質問紙調査の結果から分析・考察する。

分析の対象とするのは，６社の企業連参加者
792名を対象とした選択式質問紙（回収数349，回
収率49％）のうち，「阿波おどりへの参加動機」35

（24項目）と「参加したことで得られた効果」36（24
項目）に対する回答結果である。回答には５件

法37を用いた。
回答者349人のうち２割（68人）が今年度初め

て企業連に参加すると回答し，徳島県内に居住し
ている者は回答者の８割（274人），企業連以外で
の阿波踊り参加経験がある者は３割（100人）ほ
どであった。

3-2-2. 参加動機
参加動機に関する質問への回答に対し因子分析

を行い（N = 338）38，最終的に３因子構造の結果
を得た（表６）39。第一因子は，「組織の一員とし
てやるべきだから」という義務感や「参加しない
と悪く思われる」等，周りからの評価を気にする
項目に高い負荷量が見られた為，【外部への調整
と義務感】と名付けた。第二因子は「踊りや鳴物
をやってみたかった」等，阿波踊りに対する個人
的な関心や「上手になりたい」等，個人の満足感
に関する項目が見られた為，【自己実現・自己充
実】と名付けた。第三因子は「連帯感を感じるこ
とができるから」等，周りとの関係性に言及した
項目や「企業の一員として地域に貢献すべきだか
ら」という組織への帰属意識を感じさせる項目が
見られた為，【組織・仲間との一体感】と名付けた。
クロンバックのα係数は第一因子では0.924，第
二因子では0.843，第三因子では0.824であり，内
的整合性が確保されていた。

表6　【動機】パターン行列と因子相関行列

3-2-3. 参加による効果
次に，参加による効果に関する質問への回答に

対し因子分析を行い（N = 338），最終的に３因
子構造の結果を得た（表７）40。第一因子は，「踊
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りや鳴物を楽しむことができた」等の阿波踊りへ
の参加による達成感や「立場や年齢を越えて関わ
り合えた」等の群舞における他者との関わりにつ
いての項目に高い負荷量が見られ，阿波踊りとい
う群舞に参加する事で得られる達成感や一体感に
関する内容であると解釈した。そこで第一因子
は【達成感と一体感の獲得】と名付けた。第二因
子は「企業の一員として地域に貢献できた」等の
組織への貢献や「企業の一員であることが誇らし
かった」等の組織への好意的な感情を実感できる
項目が見られた為，【貢献と愛着の実感】と名付
けた。第三因子は「仕事上で有利な人間関係を作

ることができた」等，参加が個人的な利益や満足
につながるという項目が見られた為，【日常業務・
個人への還元】と名付けた。クロンバックのα係
数は第一因子では0.841，第二因子では0.844，第
三因子では0.813であり，内的整合性が確保され
ていた。

3-2-4. t 検定による比較
因子分析によって作成された下位尺度ごとに下

位尺度得点41を作成し，参加者内での群間におい
て有意水準5％で t 検定を行った。企業連への参
加経験の有無，企業連以外での阿波踊り経験の有
無，住所地が徳島県内か県外かで比較を行った（表
８，９）。

まず，企業連への参加経験の有無で比較したと
ころ，動機の第二因子，第三因子，効果の第二因
子，第三因子において，経験有りの群の下位尺度
得点が有意に高いという結果が得られた。参加経
験の有る人の方が初参加の人より参加そのものを
楽しみ，組織・参加者同士の連帯を感じることを
期待している。加えて，参加という行為が企業へ
の貢献につながると実感され，企業への愛着も増
し，その体験が日常業務へ還元されていくと認識
されている。回答者の８割が企業連に複数回参加
しているということは，実感された効果が次回の
動機を誘発する要因になっているとも考えられる。
阿波踊りへの参加によって踊りを楽しみ，仲間や
組織との一体感を得ることができ，それが個人に
とって有益だと理解したうえで参加しているので
ある。

次に，企業連以外での阿波踊り参加経験の有無
で比較したところ，企業連以外での阿波踊り経験
の有る群の方が，動機の第一因子，効果の第三因
子において有意に下位尺度得点が低いという結果

表７　【効果】パターン行列と因子相関行列

表９【効果】各因子の下位尺度得点を各群間差で比較した結果

表８【動機】各因子の下位尺度得点を各群間差で比較した結果
動機

外部への調整と義務感 自己実現・自己充実 組織・仲間との一体感
M SD ｔ値 M SD ｔ値 M SD ｔ値n n n

過去の企業連
参加経験

有り群 274 3.02 1.30 
-1.79

273 3.86 0.82 
-2.87**

276 4.04 0.69 
-4.41***

無し群 68 2.71 1.21 68 3.53 0.87 67 3.61 0.82 

企業連以外の有り群 97 2.34 1.00
6 38

97 3.72 0.95
0 86

98 3.85 0.84
1 47

阿波踊り経験
  

- .
  

- .
  

- .
無し群 241 3.19 1.31 240 3.81 0.80 241 3.99 0.69 

住所地
徳島県内群 271 3.24 1.21

10.70***
269 3.78 0.86

-0.63
271 4.02 0.73

3.28**
徳島県外群 69 1.83 0.91 70 3.85 0.78 70 3.70 0.75

M＝平均値，SD＝標準偏差 *** p<.001 ** p<.01   * p<.05

効果

達成感と一体感の獲得 貢献と愛着の実感 日常業務・個人への還元
n M SD ｔ値 n M SD ｔ値 n M SD ｔ値

過去の企業連
参加経験

有り群 275 4.28 0.55
-0.70

275 3.94 0.73
-3.46**

273 3.50 0.98
-2.50*

無し群 67 4.23 0.62 67 3.58 0.84 67 3.21 0.82

企業連以外の
阿波踊り経験

有り群 99 4.35 0.55
1.53

98 3.78 0.84
-1.21

98 3.15 0.93
-3.51**

無し群 239 4.24 0.57 240 3.90 0.73 238 3.54 0.94

住所地
徳島県内群 271 4.23 0.55

-2.65**
271 3.96 0.71 

4.20***
270 3.54 0.97 

4.03***
徳島県外群 71 4 43 0 60 71 3 50 0 86 70 3 08 0 81. .  .  .  .08 .  

M＝平均値，SD＝標準偏差 *** p<.001 ** p<.01   * p<.05
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が得られた。これらの因子はどちらも参加と企業
を結び付けて考える傾向があるため，「企業の為
に参加すべき」「やらないと迷惑をかける」とい
う外発的な要因ではなく，参加によって得られる
楽しみや一体感などに起因する内発的な要因が動
機になっていると窺える。

居住地が徳島県であるかどうかでの比較では，
動機の第一因子，第三因子で県外群の下位尺度得
点が有意に低いという結果が得られた。県外から
の参加者も内発的な要因で参加していると考えら
れる。これが効果の第一因子における県外群の下
位尺度得点の高さにつながっていると思われる。
効果の第二因子，第三因子においては，県内群で
有意に下位尺度得点が高いという結果が得られた。
居住地，つまり日常業務の場での祭りへの参加の
方が，阿波踊りへの参加と企業活動や組織を結び
付けて捉える傾向が強いと考えられる。企業の一
員としての参加意識が強まり，組織に関わる効果
も強く感じられる一方，外発的な要因が参加を強
制するような場面につながる可能性も示唆される。

各因子の傾向で特徴的であったものを見ていく
と，効果の第一因子ではどの群の下位尺度得点も
他の因子と比較して平均値が非常に高く，標準偏
差も小さい。唯一，居住地で比較をした場合，県
外群の方で有意に下位尺度得点が高いという結果
が得られた。全体的に参加者は高い達成感と一体
感を得ているが，日常業務・生活の場と離れてい
ることで非日常感をより感じる傾向があるのでは
ないかと推察される。効果の第三因子では，企業
連への参加経験が有る群，企業連以外での阿波踊
り経験が無い群，県内居住群の方で有意に得点が
高いという結果であった。参加が日常へ還元され
る体験になるということは企業連特有の事象であ
り，日常業務の場と祭りの場の近接性の影響を受
けているとも考えられる。

つまり，参加者は全体的に高い満足感を得てお
り，特に企業連への参加経験を有していると参加
が個人にとって有益だということを理解している
と捉えられる。一方，企業連への参加経験を有し
ている，または日常業務と祭りの場が合致してい
る場合には，外発的な要因が反映されることが確
認された。このような外発的な要因が動機に影響
を及ぼすのは，企業連の特性だと捉えられる。し
かし，外発的な要因からの参加であっても，参加
者は達成感と一体感を得ることができている。す
なわち，企業連への参加は従業員の慰安へつなが
り，企業という組織内での一体感を醸成し，組織
強化に有効であることが確認された。

3-3. まとめ：企業連の参加を可能にする阿波踊り
　　の舞踊特性

ここまでで，多様な参加者が共存でき，一体感

の醸成に有効であるという企業連の特性が確認さ
れた。一つの連の中に熟練度や経験・参加の度合
いが異なる参加者が存在していても，彼らはその
差に関わらず一様に高い達成感と一体感を感じて
いた。この理由の一つとして，阿波踊りの舞踊特
性が挙げられるのではないだろうか。

三室（1967）は阿波踊りが多くの民衆に愛好さ
れる理由として，踊りの単純さと速度の急速なこ
と，そして踊ることによって無我の境地になれる
ことを挙げている42。阿波踊りの動きは2拍動作
で完結し，行列形式で踊り，回転・方向転換およ
び拍手の動作がないという特色があるとも述べて
いる43。２拍動作の短い振りは初見でもすぐ覚え
ることが可能であり，回転や方向転換がない動き
は初心者にとってなじみやすい。

また，中村（1995）は，阿波踊りの動きに多様
な変化が生まれた要因として，①振りが単純で動
きの一まとまりが短いこと，②囃子のリズムは生
き生きとした三連符の変形であるが，踊りのリズ
ムが単純な二拍子であること，③踊りの形態が行
進型であること，④踊りを踊る集団が伴奏音楽を
受け持つ集団と共に行動することを挙げている44。
両者の指摘を合わせると，基本の振りが単純な2
拍動作の短い振りであること，行進型であること
が初心者の受け入れを可能にしていると考えられ
る。さらに，動きの多様化は熟練者がより難しい
動きに挑戦することも可能にしている。

また，阿波踊りでは一つの連の中に男踊りや女
踊り，女性の男踊りなど役割の異なる集団が存在
し，それぞれ異なる動きを担当している。応用し
た振りにより複雑な演舞構成を担当する者と，基
本の振りのみで前進する者とが，別々の隊列で異
なる役割を担うことが可能であり，参加者の習熟
度に合わせてそれぞれの隊列へと振り分けること
ができるのである。これらの阿波踊りの舞踊特性
が，熟練度や経験・参加の度合いが異なる参加者
の共存を可能にし，一体感を醸成するのに寄与し
ていると考えられる。企業連の練習に対して寛容
な姿勢もこの舞踊特性に起因していると言える。

さらに，企業名を冠するだけの「よさこい系」
祭りの企業チームと，従業員が踊る阿波踊りの企
業連との参加の違いもここから生み出されている
のではないだろうか。両者の振りを比較してみる
と，よさこいの振りは比較的長く，踊りについて
の規定が少ないためチームごとに振りが異なる45。
振りを覚えた後に踊りとしての一体感を醸成する
ための踊りこみが必要になり，必然的に一定以上
の練習時間が求められ，踊りの質を整えるために
練習時間を確保することが必須になってくるので
ある。

一方，阿波踊りでは初見でも覚えられる振りの
単純さ，短さが参加者の幅を広げることを可能に
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し，その舞踊特性が多様な参加者間での一体感の
醸成に寄与している。踊りの質を上げることにこ
だわる企業連も存在するが，多くの企業連は参加
者同士での連帯感を醸成することや，参加し踊り
を楽しむことに重点を置いている。このように，
それぞれの踊りの特性が「よさこい」系祭りと阿
波おどりにおける企業チーム・企業連の参加の違
いにつながっており，阿波踊りの舞踊特性が企業
の従業員の踊り参加を可能にしていると指摘でき
る。

4. 結論

本研究を通して，複数の阿波踊りへの参加目的
を持ち，多様な参加者の参加を可能にする企業連
の特性が確認された。企業連の参加者は全体的に
高い満足感を得ており，参加が個人にとって有益
だということを理解している者が多数存在する。
一方，外発的な要因が参加につながることも確認
され，企業連への参加経験や日常業務と祭りの場
の近接性が影響を与えていた。しかし，外発的な
要因からの参加であったとしても達成感や一体感
は感じられており，企業連への参加は従業員の慰
安につながり，企業という組織内での一体感を醸
成し，組織強化に有効であることが確認された。

また，「よさこい」系祭りにおける企業チーム
との比較によって，阿波踊りの舞踊特性が企業連
の多様な参加者の参加を可能にしていることが明
らかになった。初見でも参加が可能であり，熟練
度や経験・参加の度合いが異なる参加者間での一
体感を醸成する舞踊特性が参加者の幅を広げ，参
加者同士の一体感や達成感を優先する企業連の参
加実態にもつながっている。練習参加への寛容さ
が参加しやすい状況を生み出すのか，企業連で阿
波踊りを初めて体験する者も多数存在する。参加
者の裾野を広げ，阿波踊り参加の機会を提供して
いると捉えると，企業連が阿波踊りの継承・普及
に貢献している側面もあるのではないだろうか。

本研究では，現代における阿波おどりの企業連・
参加者の実態から阿波踊りの舞踊特性について言
及することを試みた。今後は，さらに広く芸能研
究の先行研究にあたり，その上で都市祝祭や祭礼
に関する社会学的知見との検証を行うなど，芸能
の域からより広範な社会的事象へと議論を展開し
ていくことを課題としたい。
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加による効果に関する項目，全71項目であった。選択
式の質問項目であった参加動機・参加による効果の
回答結果を主な分析の対象とした。本調査の実施に
あたり，国立大学法人お茶の水女子大学人文社会科
学研究の倫理審査委員会に「人文社会科学研究倫理
審査」を申請し，承認を得た（承認番号：2018-58）。

23	 参加動機と参加による効果に関するそれぞれの質問
項目への回答に基づき，各因子構造を明らかにし，
その因子構造に基づき，参加動機・効果それぞれの
下位尺度を作成した。次に，作成した下位尺度を用
いて，対応のない t 検定により回答者内の群間で回
答に差が見られるのかどうかを検証した。

24	 H30年６月～８月，徳島県において実施した。３社
の企業連を対象に，練習の観察と練習内容について
の聞き取り調査を行った。

25	 任意で協力を依頼した６社の企業連を対象とした。
各企業の本社・支店所在地，会社規模はそれぞれの
ホームページで確認した。参加者の範囲と練習場所
については質問紙調査と聞き取り調査の結果である。

26　 A社の参加者は事務局により選出され，本人の参加
意思を持って参加が決定する。参加者は練習の都度
各県から徳島に集まってきており，そのため徳島県
以外の３県からの参加者は移動時間も含めて業務扱
いということである。

27	 F社の連では毎年新入社員が参加することが原則に
なっている。練習に通うのが難しい遠方の支店に配
属された者以外，新入社員は参加必須であるという
暗黙の了解が存在するようであった。

28	 市内10カ所での運行表（平成30年度有料・無料演舞
場出演連一覧表）をもとに出演連数，出演回数，各
連の共同参加の状況を算出した。10カ所の演舞場の
内訳は，４カ所の有料演舞場（藍場浜演舞場，紺屋
町演舞場，南内町演舞場，市役所前演舞場），４カ
所の無料演舞場（両国本町演舞場，元町演舞場，新
町橋西演舞場，新町橋東演舞場），２カ所のおどり
広場（新町橋東おどり広場，両国橋南おどり広場）
である。

29	 本拠地を県外におく連には有料演舞場の優先出演
権がある為，「一般連」を県内・県外と分類分けし
た。また，宗教法人や，その他の団体が組織する連
については「宗教その他の連」でまとめた。その他
の団体とは，阿波踊りを踊る事以外の目的で組織さ
れている団体が，阿波踊りの期間のみ踊り集団を構
成する場合である（サッカー協会やダンス連合会
等）。また，「有名連」・「学生連」・「一般連」・「企業連」

に分類できない連や，どのような集団なのか不明な
連も「宗教その他の連」に含めた。

30	 市内10カ所での運行表（平成30年度有料・無料演舞
場出演連一覧表）をもとに算出。

31	 鳴り物とは，阿波踊りの伴奏であるお囃子を奏でる
伴奏集団や演奏者，もしくはお囃子で用いられる楽
器そのものを指す。

32	 徳島市の阿波おどりでは，市内４カ所の有料演舞場
が最も華やかな舞台となる。無料演舞場と比べてラ
イトアップも華々しく，階段状に配置された桟敷席
には観客が並び，その中を踊りぬける体験は参加者
にとって深く心に残る体験となる。

33	 阿波踊りの群舞では，男踊りや女踊りなど同じ役割
の複数名が隊列を組んで踊りながら前進するが，隊
形（フォーメーション）の変更，ジグザグに進むな
ど踊り方に変化を加えることにより，見栄えのする
洗練された群舞へ練り上げられていく。これらの変
化は踊り手たちのかけ声がきっかけとなり，群舞と
して整えるには相当量の練習が必要となる。このよ
うに群舞に変化を加えることを本研究では演舞構成
と称している。

34	 企業連担当者への聞き取り調査の結果より。
35	 参加動機には外発的なもの（他人から悪く思われた

くないから等）から，内発的なもの（実施すること
が自分にとって有益だと考える等）へと移行する段
階があるとする西田のスポーツモチベーションにお
ける自己決定理論を参考にし，質問項目を独自に作
成した（西田 保 2013 『スポーツモチベーション―
スポーツ行動の秘密に迫る！―』東京:大修館書店）。

36	 参加動機が達成されたかという視点と，聞き取り調
査の段階で聴取した「阿波おどりという祭りに参加
する事の魅力」を加味し，質問項目を独自に作成した。

37	 １から５までの数字の中から，当てはまるものに丸
を付けてもらい回答を得た。（1. 全くあてはまらな
い－5. 大いにあてはまる）

38	 無回答の回答者がいた為，有効回答数は回収数より
少なくなっている。

39	 因子の抽出には主因子法，回転にはプロマックス回
転を用いた。因子数の決定には固有値1.0以上を基準
として，スクリープロットの検証，項目の妥当性の
解釈や因子負荷量が十分でないもの，複数の因子に
対して因子負荷量が高いものを除去しながら繰り返
し分析を行った結果，３因子構造が得られた。

40	 同上。
41	 下位尺度得点はそれぞれの回答の合計点を算出し，

さらに尺度を構成する項目数で除して作成した。５
件法で回答を求めた為，3点以上であればその傾向
が強く，３点以下であれば弱いと解釈出来る。

42	 三室清子 1967 「観光化された盆踊りの研究--徳島県
の阿波踊りを中心として」『岡山大学教育学部研究
集録』23：79.

43	 三室，1967，70-79．現在では踊りの技術が洗練され，
方向転換・回転を取り入れた演舞も見られるが，動
きの応用を伴わない基本の振りに関しては三室が指
摘している通りである。

44	 中村久子 1995 「阿波踊りの動きの多様化とその要因
―その2―」『舞踊學』18：56-57.

45	 内田は，「よさこい系」祭りでは鳴子と呼ばれる楽
器を持ち，音楽の一部に規定の曲を含めさえすれ
ば，リズム，音楽，振り付け，衣装などは自由で，
ほとんど制約のない踊りだとその特徴を述べている

（内田 忠賢 2003 「変化しつづける都市祝祭——高知
『よさこい祭り』——」 内田忠賢（編）『よさこい／
YOSAKOI学リーディングス』東京：開成出版：5）。

「よさこい系」祭りにおいても，異なるチームが共
に踊れるようにという目的で共通した振り付けも作
られているが，各々のチームの振り付けはコンテス
トの審査の対象になることもあってオリジナリティ
が求められ，個別性が高い。


